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 『光を捉えてのりこえる』今年のテーマです。今月の１１日、東日本大震災が

７年前に起きた日、東京国際フォーラムにおきまして『院内感染対策セミナー』

が開催されました。 

午後２時４６分、各地で慰霊の黙祷が捧げられましたが、私たちもセミナーの休
憩時間に当たったその時間、受講者の方も含め全員が起立して１分間の黙祷を行

い、犠牲となった方々のご冥福をお祈りしました。 

改めて防災対策の重要性に思いを馳せるとともに、医療安全に対する強い気

持ちを心の中に固めることができたようで、院内感染対策セミナーの意義を再
確認することができました。 

このセミナーは、歯科医師である河野雅臣先生が主宰するＭＫＤコンサルタン

トが主催し、私たちが募集・事務代行も含めた「協賛」という形で開催致しまし

た。募集能力の無さから定員の４０席を埋め尽くすことはできませんでしたが、

長崎、岡山、兵庫、大阪、群馬など遠方も含めた各地から１６名の方たちが集ま

り大変熱心に受講してくれました。 

特に最後の質疑応答では、日頃自医院で行っている消毒滅菌の仕方でよいの

かどうかといった個別具体的な質問が飛び交い、２０分以上確保していた質問時

間はあっという間に過ぎてしまうほどでした。 

セミナーで語られた内容をこのレポートで再現し詳述することは差し控える

ことにしておりますので、講演内容はお伝えいたしませんが、私がお話した『経

営戦略としての院内感染対策』の内容に関しましては、私の主張であり、当社が

日々全国の歯科医院に伺って行っております院内研修での内容そのものでもあ

りますので、その概要についてお伝えし、今年のテーマである『光を捉えてのり

こえる』、その“光”の大きな一つにしたいと思います。 

 
 

 

 

 
   

感染管理認定看護師石井幸先生の品格 

 今回の感染対策セミナーを“トリ”として締めてくれたのは、順天堂医院で医

療安全推進部感染対策室主任の要職にある感染管理認定看護師の石井幸先生で

す。 
 石井先生は一般病院で行われている院内感染対策について述べた後、歯科医 

１ 価値変化を見きわめ、適正な対応を目指す 


